
   

   生
活
保
護
の
「扶
養
照
会
」 

福
山
市
が
説
明
文
を
修
正 

中
国
地
方
の
日
本
共
産
党
は

３
月
16
、
17
の
両
日
、
様
々
な

政
治
課
題
に
つ
い
て
政
府
に
要

請
し
ま
し
た
。
に
ひ
そ
う
へ
い

前
参
院
議
員
・
参
院
比
例
候
補

が
上
京
し
、
国
会
と
各
地
の
議

員
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

交
渉
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。 

福
山
市
議
団
は
、
芦
田
川
の

氾
濫
を
防
ぐ
整
備
計
画
が
30

年
も
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
、

早
期
の
完
了
を
要
請
。
地
域
住

民
の
反
対
が
根
強
い
福
山
道
路

は
、
着
工
し
た
3.3
㎞
区
間
の
費
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３月議会報告 

   

日
本
共
産
党
市
議
団
は
３

月
４
日
の
議
会
で
、
扶
養
照
会

は
義
務
で
は
な
い
こ
と
や
、
厚

生
労
働
省
の
通
知
を
ふ
ま
え
扶

養
照
会
を
し
な
く
て
良
い
場
合

の
事
例
を
丁
寧
に
知
ら
せ
る
よ

う
市
に
求
め
て
い
ま
し
た
。 

初
め
て
生
活
保
護
が
利
用
で
き

る
と
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。 

扶
養
が
生
活
保
護
の
要
件
や

前
提
か
の
よ
う
に
誤
解
を
招

く
、
不
適
切
な
表
現
で
す
。 

調
査
を
見
合
わ
せ
る
の
も
、

「
家
庭
内
暴
力
や
虐
待
な
ど
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
」
と
い

う
記
述
の
み
で
し
た
。 

修
正
後
は
、
扶
養
義
務
者
に

つ
い
て
の
説
明
が
「
保
護
を
受

け
る
前
に
」の
項
目
か
ら
外
れ
、 

「
扶
養
は
保
護
の
要
件
で
は
な

く
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
す
べ
て
の
扶
養
義
務

者
に
調
査
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
し
て
、
調
査
を
見
合
わ
せ
る

場
合
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
（
下

記
参
照
）
、
例
示
に
当
て
は
ま

ら
な
く
て
も
同
じ
程
度
の
状
況

に
あ
る
場
合
は
相
談
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

用
が
当
初
よ
り
１
０
０
億
円
も

増
え
４
５
６
億
円
に
上
る
こ
と

を
指
摘
し
、「
大
型
道
路
よ
り
命

を
守
る
河
川
整
備
に
予
算
を
ま

わ
せ
」
と
求
め
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
の
河
川
担
当
者

は
「
で
き
る
だ
け
前
倒
し
で
き

る
よ
う
予
算
確
保
に
努
め
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
河
川
改
修

を
後
回
し
に
し
て
き
た
自
民
・

公
明
政
権
の
も
と
予
算
確
保
が

容
易
で
な
い
実
情
も
伺
え
ま
す
。 

に
ひ
氏
は「
政
治
を
変
え
な
け

れ
ば
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

生
活
保
護
制
度
の
扶
養
照

会
に
つ
い
て
、
福
山
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
文
が
３
月

11
日
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。 

扶
養
照
会
と
は
、
生
活
保
護

を
申
請
し
た
人
の
親
や
子
、
兄

弟
な
ど
に
、
扶
養
で
き
る
か
を

自
治
体
が
確
認
す
る
こ
と
で

す
。
自
民
党
の
国
会
議
員
な
ど

に
よ
る
バ
ッ
シ
ン
グ
の
影
響
で

生
活
保
護
へ
の
偏
見
が
あ
る

中
、
親
族
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
、
申
請
を
た
め
ら
わ
せ
る
ハ

ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

修
正
前
の
説
明
文
で
は
、

「生
活
保
護
を
受
け
る
前
に
」と

し
て
、
扶
養
義
務
者
か
ら
で
き

る
限
り
援
助
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
事
前
に
相
談
の
努
力
を
し
て

今
回
の
修
正
は
、
扶
養
照
会

の
ハ
ー
ド
ル
を
一
定
、
引
き
下

げ
る
も
の
で
評
価
で
き
ま
す
。 

「
生
活
保
護
は
、
憲
法
に
定

め
る
国
民
の
権
利
」
と
、
福
山

市
の
市
長
も
答
弁
し
て
い
ま

す
。
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
申
請
し
ま
し
ょ

う
。
福
山
市
生
活
福
祉
課
（
０

８
４
・
９
２
８
・
１
０
６
６
） 

（１）扶養義務者が生活保護受給者，社会福祉施設入所者，長期入院患者，主たる生計維

持者ではない非稼働者（いわゆる専業主婦・主夫等），未成年者，概ね７０歳以上の高齢

者などの場合 

（２）あなたの生活歴等から特別な事情があり明らかに扶養義務者からの扶養が期待でき

ない場合（例えば，扶養義務者に借金を重ねている，相続をめぐり対立している等の事

情がある，縁を切られているなどの著しい関係不良の場合等が想定されます。なお，一

定期間（例えば１０年程度）音信不通であるなど交流が断絶していると判断される場合

にも著しい関係不良とみなすことがあります。） 

（３）扶養義務者に対し扶養を求めることにより明らかにあなたの自立を阻害することに

なると認められる場合（家庭内暴力から逃れてきた場合，虐待等の経緯がある場合など） 

福山市のホームページにも記載されたように、扶養は保護の要件ではありません。扶養義

務が果たされなくても、申請者は生活保護を利用できます。兄弟姉妹や親、成年の子ども

との間の扶養義務は、自分の生活に余力があれば、その範囲内で負えば良いものです。 

下記の（１）から（３）は、扶養照会をしなくて良い場合の事例です（福山市

ホームページから抜粋）。扶養照会されたくない親族がいるときは、その意思を

示し、「扶養照会が適切でない」「扶養は期待できない」ことを説明しましょう。 

扶養は生活保護の要件ではない 

申
請
者
の 

意
思
を
尊
重
し
て 

日
本
共
産
党
の 

要
求
が
実
現 

に
ひ
そ
う
へ
い  

先
頭
に 

オ
ン
ラ
イ
ン
政
府
交
渉 

さ 

ん 

←福山市議団 

は
ん
ら
ん 


